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平成 9年 (1997 A. D. ) の秋の数学会 (於\hslash 献* 醐) の会期中に, 学習院大学の三井孝美先生
が他界された。その直後 (11#10 $[]$\sim 14田の, 京都大学数理解析研究所における, 金光滋氏の
研究代表による研究集会 「$Number$ Theory and $i$ ts APPI $i$ cat $i$ ons 数論とその応用」 (数理

解析研究所講究録 1060 $\rangle$ の折りに相談し, 次年度は, 解析数論と広義の数論の相互の理解
を企図した研究集会を持つこととした。 この計画は, 御蔭を以ち採用され, 平成 10年 10月
19日 (ffl \sim 23日 (4) の間, ここに報告する研究集会を開ける運びとなった。平成 9年の暮
には竜沢周雄先生が世を去られ, 解析数論の大先達である両先生を見送ることとなった。
この報告集が両先達の想い出を長く留めるものであることを期したい。

研究集会は, 滞日中の A. Baker氏の開会の辞で始まり, 延べ 31コマに渉る沢山の講演が,
連日行なわれ, 参加者は, 85名の記帳があった。近年は, 数論に於いても, 諸々の研究会
が, ややもすれば, 極く近い興味の人達だけで開かれ (\llcorner \check l醇 mBI岡であるが) , 少し離れた分野
の人達は興味を余り持たない傾向が強くなっていると感じていた。 これは, まだ数論全体
が爆発的に発展し始める頃迄に, 数学の世界に入った我々旧い世代の者が, 通奏低音の様
に感じることではなかろうか。以前から, 自然に数論諸分野が交流出来るような会を持ち
たいと考えていたが, 今回, 保型型式論や数値計算論等の方々にもお願いした所, 快く引
き受けて下さった。同じ方々に, 新結果について, 長時間, あるいは, 複数回講演して頂
くなどの方法も採ってみた。他分野の理解にはこういう方法も有効ではなかろうか。それ
から, これは, 代表者の好みに依るものであるが, 文献は, 成るべく詳しく, 例えば, 人
名と年のみを記すような簡単な書き方では無く, 他の分野の人にも 「とっかかり」 を見付
けるまでの事や状況理解が仕易いような書き方をお願いした。

開催の時期について, 海外の数論の研究会と重なり, その点でもう –工夫すべきであっ
たと, 反省している。

研究集会の開催については, 数理解析研究所からは勿論のことであるが, 他に, 森田康
夫氏代表平田典子氏代表の各科国費からも御援助頂きました。謝意を申し上げる次第で
す。 平成 11年 {1999 A. D. ) 3月 10日 中井喜信記
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